



Michiko Ishimure and Environmental Law:    
















Abstract: On February 10, 2018, Michiko Ishimure died. In Ishimure, there is an 
immortal masterpiece called "Kukai Jodo" once taken in by herself, taking into 
account the interviews with victims about Minamata Disease, one of the four 
major pollution diseases. This paper compares the passage of Ishimure 's novel 
with the paper on the essential theory of environmental law of Shoichi Ogano 
based on the view of Yoshihiro Nomura and finds the point of contact between 
literator Ishimure and the civil law scholar Nomura and Ogano. 
By doing so, it is an introductory study of future directions of environmental law. 
In other words, I will conclude that Ogano's global environmentalism is in 
keeping with the fundamentals of Ishimure literature.Therefore ,I will insist that 
we should consider the conditions which are for adopting global environmentalism 
in various environmental law issures,especially after 3.11. 













て巷間に知られている代表作『苦海浄土 わが水俣病 新装版』(講談社文庫、2004 年)の中
から石牟礼の水俣病に対する考え方と小賀野晶一の論文「環境問題と環境配慮義務-地球環






石牟礼は、1927 年(昭和 2 年)3 月 11 日に熊本に生まれた。生涯に亘って、水俣を見つめ
続けた文学者である。代用教員をし、結婚した後、『椿の海の日記』、『あやとりの記』等の
小説、『流民の都』等のエッセー、『海と空のあいだに』等の短歌や『石牟礼道子全句集 泣
きなが原』等の俳句、『石牟礼道子全詩集 はにかみの国』等詩歌、本年 11 月東京で上演さ










































































































う17。これらの見解はすべて 3.11 の後のものである。 
日々生じる環境問題においても、相次ぐ豪雨災害、今夏の異常な暑さ、多数の台風襲来、
日本全国どこで起きてもおかしくない巨大地震(2018 年 9 月の北海道の地震、ちなみに、
















2 本稿は、2018 年 8 月 21 日に北京において行われた人間環境問題研究会(会長 小賀野晶一中央
大学教授)の訪中団(団長 大塚直早稲田大学教授)の一人として、日中環境法壇(於中国社会科学





入園している。2012 年 2 月 26 日 NHKE テレの ETV 特集「花を奉る 石牟礼道子の世界」
(http://www.nhk.or.jp/etv21c/file/2012/0226.html) (2018 年 12 月 12 日確認)、2018 年 5 月 5 日同
じく ETV 特集「わが不知火はひかり凪 石牟礼道子の遺言」https://www.nhk.or.jp/docudocu/ 
program/20/2259632/index.htm(2018 年 12 月 12 日確認))において石牟礼と再会した場面がある
が、水俣病の悲劇と不条理の念を改めて実感する。 
4 2018 年 2 月 10 日毎日新聞夕刊社会面、同朝日新聞夕刊社会面、同東京新聞夕刊社会面。 










6 小賀野晶一「環境問題と環境配慮義務-地球環境主義の条件と課題-」環境法 40 号(有斐閣、2015
年)9 頁以下。 





9 小賀野・前掲論文注 6)12-13 頁。 
10 小賀野・前掲論文注 6)11 頁は、地球環境主義につき生命中心主義、生態系中心主義、地球中
心主義の 3 つを含むものとし、人間中心主義と対置されている。地球環境主義は、論者によっ
てその内容の定義があいまいなまま議論がなされていることにも留意すべきである。 










直『環境法』(第三版)(有斐閣、2010 年)55 頁は、環境基本法 19 条から、予防原則を主張される。

















15 ちなみに、戦後俳句界の巨人ともいわれていた、俳人金子兜太も石牟礼の 10 日後に死去して
いることも見逃せない。金子は、人間も自然の一部であるとして膨大な俳句を生み出した。特
に晩年は、過酷な戦地体験、さいたま市で起こった九条俳句不掲載損害賠償請求控訴事件のき
っかけになった「梅雨空に『九条守れ』の女性デモ」の俳句を受け(本件は、2018 年 12 月 20
日、原告女性と市双方の上告を退けて、市の賠償を命じた判決は確定。とりあえず、2018 年








16 越智敏裕『環境訴訟法』(日本評論社、2015 年)はしがき。 
17 浅野直人「公害法・環境法の歴史と展望」新美・松村・大塚編『環境法体系』所収(商事法務、






























が取り組むべきことの 1 つであろう」とする 290 頁は、きわめて妥当な指摘であると考える。 








21 例えば、2018 年 10 月 19 日、環境省中央環境審議会の専門委員会において、プラスチックによ
る海洋汚染が深刻になっていることから、レジ袋の有料化を小売店に義務づける等の方向で、
容器包装リサイクル法等の改正によることの是非等について議論を開始するという(2018 年 10
月 20 日日経新聞朝刊 5 面)。なお、拙稿「リサイクルビジネスの展望」小賀野晶一・松嶋隆弘
編『リサイクルビジネスの法務と実務(仮)』近刊。ちなみに、最近の若者は、環境配慮ホテル
の選択をする傾向にあるともいわれている(日経新聞 2018 年 9 月 8 日夕刊 1 面)。 
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